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	応用
	抗原情報
	背景
	Pirh2（P53誘導RING-H2タンパク質）はRCHY1としても知られ、細胞内でN末端とC末端を介して二量体を形成します。Pirh2はユビキチンタンパク質リガーゼ活性を有し、p53と結合してユビキチンを介したプロテオソームによるp53の分解を促進します。p53機能の喪失は悪性腫瘍の発生に直接寄与するため、Pirh2は発癌性を有します。Pirh2の発現はp53レベルを低下させ、内因性Pirh2発現の低下はp53レベルを上昇させます。したがって、Pirh2はMDM2と共にp53機能の負の調節因子として作用すると考えられています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela（1）、A549（2）、MCF-7（3）、PC-12（4）細胞溶解物に対するPirh2マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	Pirh2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	抗Pirh2 mAb (青) とネガティブコントロール (赤) を使用した PC-12 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	抗Pirh2マウスmAbを用いたパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析

